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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体上に、易接着層、インク受容層をこの順に有してなり、前記インク受容層が、非
水溶性ニトロセルロース樹脂を含有し、前記易接着層は、前記ニトロセルロース樹脂を架
橋硬化する架橋剤とバインダー樹脂とを含有してなり、前記インク受容層は、前記ニトロ
セルロース樹脂と前記易接着層中の架橋剤とにより架橋硬化されてなることを特徴とする
インクジェット記録材料。
【請求項２】
　前記インク受容層が、樹脂膨潤型のインク受容層であることを特徴とする請求項１記載
のインクジェット記録材料。
【請求項３】
　前記インク受容層が、触媒を含有することを特徴とする請求項１又は２記載のインクジ
ェット記録材料。
【請求項４】
　前記インク受容層が、脂肪族二塩基酸エステル系化合物を含有することを特徴とする請
求項１から３何れか１項記載のインクジェット記録材料。
【請求項５】
　支持体上に、架橋剤を含有してなる易接着層塗布液により易接着層を形成した後、易接
着層上に、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有してなるインク受容層塗布液によりイン
ク受容層を形成し、インク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂を、易接着層中の架
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橋剤により架橋硬化させることを特徴とするインクジェット記録材料の製造方法。
【請求項６】
　請求項５記載のインクジェット記録材料の製造方法において、インク受容層塗布液中に
触媒を含有させることにより、インク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂と、易接
着層中の架橋剤との架橋硬化を促進させることを特徴とするインクジェット記録材料の製
造方法。
【請求項７】
　請求項１から４何れか１項記載のインクジェット記録材料の、当該インク受容層に、顔
料を含むグリコール系インクを用いて記録を行うことを特徴とする記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェットプリンタ用の記録材料に関し、溶剤系インク、特にグリコール
系インクの記録特性に優れるもの、および該記録材料の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、インクジェット記録用インクとしては、水と低級アルコールを溶媒とするい
わゆる水性インクが主流をなしていた。このため、記録材料としては水溶性樹脂を主体と
するインク受容層を有するものが数多く開発されている。
【０００３】
　しかし、水性インクは耐水性に劣るという問題があった。そこで、近年、パラフィン系
インクやシンナー系などの溶剤系インクを用いた機種が出始めてきており、当該インクに
対応した記録材料が提案されている（特許文献１、特許文献２参照）。
【０００４】
　しかしながら、これら溶剤系インクは耐水性に優れるものの、パラフィン系インクにお
いては、記録材料や保護フィルムを侵しやすいという欠点があった。また、シンナー系イ
ンクにおいては、臭気がきつく、環境に与える影響が大きく、さらに危険性があるため取
扱い時に特定の資格を有する者が必要となってしまうという問題があった。
【０００５】
　そこで、グリコールエーテル及びアルキレングリコールを主成分とするグリコール系イ
ンクが開発されている。このインクは新しく開発された溶剤系インクであり、耐水性に優
れるとともに、上記した従来の溶剤系インクの欠点を解消したものである。しかし、グリ
コール系インクに適したインクジェット記録材料は未だ提案されていない。
【特許文献１】特開平１１－９９７４２号公報（請求項１）
【特許文献２】特開平１１－１６５４６０号公報（請求項１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述の事情に鑑みなされたもので、溶剤系インク、その中でも特にグリコー
ル系インクに対して好適に用いられるインクジェット記録材料、および該インクジェット
記録材料の製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意研究した結果、これを解決するに至っ
た。
【０００８】
　即ち、本発明のインクジェット記録材料は、支持体上に、易接着層、インク受容層をこ
の順に有してなり、前記インク受容層が、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有し、前記
易接着層は、前記ニトロセルロース樹脂を架橋硬化する架橋剤とバインダー樹脂とを含有
してなり、前記インク受容層は、前記ニトロセルロース樹脂と前記易接着層中の架橋剤と
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により架橋硬化されてなることを特徴とするものである。
【０００９】
　好ましくは、前記インク受容層が、樹脂膨潤型のインク受容層であることを特徴とする
ものである。
【００１０】
　好ましくは、前記インク受容層が、触媒を含有することを特徴とするものである。
【００１１】
　好ましくは、前記インク受容層が、脂肪族二塩基酸エステル系化合物を含有することを
特徴とするものである。
【００１２】
　また、本発明のインクジェット記録材料の製造方法は、支持体上に、架橋剤を含有して
なる易接着層塗布液により易接着層を形成した後、易接着層上に、非水溶性ニトロセルロ
ース樹脂を含有してなるインク受容層塗布液によりインク受容層を形成し、インク受容層
中の非水溶性ニトロセルロース樹脂を、易接着層中の架橋剤により架橋硬化させることを
特徴とするものである。
【００１３】
　好ましくは、上記インクジェット記録材量の製造方法において、インク受容層塗布液中
に触媒を含有させることにより、インク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂と、易
接着層中の架橋剤との架橋硬化を促進させることを特徴とするものである。
【００１４】
　また、本発明の記録方法は、請求項１～３何れか１項記載のインクジェット記録材料の
、当該インク受容層に、顔料を含むグリコール系インクを用いて記録を行うことを特徴と
するものである。
【００１５】
　なお、本発明でいう平均窒素量とは、非水溶性ニトロセルロース樹脂中の窒素原子の重
量割合（％）を平均化したものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のインクジェット記録材料は、インク受容層が非水溶性ニトロセルロース樹脂を
含有するものであるから、溶剤系インク、その中でも特にグリコール系インクに対するイ
ンク乾燥性、滲み防止性に優れるものである。
【００１７】
　また、本発明のインクジェット記録材料の製造方法によれば、グリコール系インクに対
するインク乾燥性、滲み防止性に優れるとともに、印字部の顔料割れを防止したインクジ
ェット記録材料を、良好な作業性のもとで製造することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　まず、本発明のインクジェット記録材料の実施の形態について説明する。
【００１９】
　本発明のインクジェット記録材料は、インク受容層を有するものであって、前記インク
受容層が、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有することを特徴とするものである。
【００２０】
　インク受容層は、インク受容層を構成する樹脂をフィルム化したもののようにインク受
容層単独で取り扱うことができるものと、インク受容層単独では取り扱いが困難なものに
分けられる。インク受容層単独での取り扱いが困難な場合、インク受容層は支持体上に形
成される。支持体は特に限定されるものではないが、ポリエステル樹脂、ポリカーボネー
ト樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリスチレン樹
脂などからなるプラスチックフィルム、その他、紙、繊維布帛などを使用することができ
る。支持体の厚みは特に限定されるものではないが、搬送の関係上、５μｍ以上にするこ
とが望ましい。
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【００２１】
　インク受容層は、主として、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有する。非水溶性ニト
ロセルロース樹脂を使用することにより、溶剤系インク、その中でも特にグリコール系イ
ンクに対するインク乾燥性、滲み防止性を良好なものとすることができる。
【００２２】
　ニトロセルロース樹脂は、天然のセルロース樹脂を硝酸エステル化することによって得
ることができる。非水溶性ニトロセルロース樹脂中の平均窒素量は特に制限されることは
ないが、下限が１０．５％以上、好ましくは１１．５％以上、上限が１２．５％以下であ
ることが望ましい。下限を１０．５％以上とすることにより、ニトロセルロース樹脂を非
水溶性とすることができ、溶剤系インク、その中でも特にグリコール系インクのインク乾
燥性、滲み防止性を良好なものとすることができる。また、下限を１１．５％以上とする
ことにより、インク乾燥性、滲み防止性をより一層良好なものとすることができ、上限を
１２．５％以下とすることにより、架橋剤を使用した際に非水溶性のニトロセルロース樹
脂を十分に架橋硬化させることができ、印字部の顔料割れをほとんどなくすことができる
。
【００２３】
　インク受容層中における非水溶性ニトロセルロース樹脂の含有量は特に制限されること
はないが、インク乾燥性、滲み防止性という効果を良好に発揮するために、インク受容層
を構成する全固形分の４０重量％以上含まれることが好ましく、５０重量％以上がより好
ましい。
【００２４】
　非水溶性ニトロセルロース樹脂の数平均重合度は、特に制限されることはないが、５５
以上のものが好ましく、８０以上のものがより好ましく、９５以上のものがさらに好まし
く使用される。数平均重合度を５５以上とすることにより、インク乾燥性をより良好なも
のとすることができる。なお、数平均重合度が高くなり過ぎると、塗料化した際に粘度が
高くなり取り扱い性が悪くなることから、数平均重合度の上限は、３００以下が好ましく
、１５０以下がより好ましい。
【００２５】
　また、非水溶性ニトロセルロース樹脂は、インク受容層中で架橋硬化されてなることが
好ましい。架橋硬化させることにより、印字部の顔料割れを防止することができる。
【００２６】
　非水溶性ニトロセルロース樹脂を架橋硬化させるには、架橋剤が使用される。架橋剤と
しては、イソシアネート系架橋剤、メチロール化メラミン系架橋剤、メチロール化尿素系
架橋剤などがあげられる。これらの中でも、取り扱い性が容易であるイソシアネート系架
橋剤が好適に使用される。
【００２７】
　架橋剤は、インク受容層を形成する塗布液中に添加してもよいが、支持体上にインク受
容層を形成する場合、支持体とインク受容層との間に後述する易接着層を設けることが好
ましいため、易接着層を形成する塗布液中に添加することが好ましい。架橋剤を、インク
受容層ではなく、易接着層を形成する塗布液中に添加することにより、インク受容層を形
成する塗布液の使用可時間が短くなるのを防止することができる。
【００２８】
架橋剤の使用量は、インク受容層中に添加する場合と易接着層中に添加する場合で若干異
なるが、何れの場合も、インク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂１００重量部に
対し、０．５～１０重量部程度である。
【００２９】
架橋剤によりインク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂を架橋硬化させる場合、触
媒を使用して、架橋硬化を促進させることが好ましい。触媒を使用することにより、塗膜
の乾燥を高温雰囲気下で行ったり、塗膜形成後に長時間のキュアリング処理をしなくても
架橋硬化を促進させることができ、ポリ塩化ビニル樹脂等の熱に弱い支持体の熱変形を防



(5) JP 4331623 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

止することができる。
【００３０】
　触媒としては、従来公知の触媒を使用することができ、架橋剤がイソシアネート系架橋
剤である場合、ジルコニウム系触媒、チタン系触媒、スズ系触媒、アミン系触媒などがあ
げられる。
【００３１】
　触媒は、架橋剤を含有する塗布液とは異なる塗布液に添加することが好ましい。具体的
には、架橋剤が易接着層を形成する塗布液に含有されている場合には、触媒はインク受容
層を形成する塗布液に添加することが好ましく、架橋剤がインク受容層を形成する塗布液
に含有されている場合には、触媒は易接着層を形成する塗布液に添加することが好ましい
。このようにすることにより、架橋剤を含有する塗布液の使用可時間が短くなることを防
止することができる。
【００３２】
　インク受容層中には、脂肪族二塩基酸エステル系化合物を含有させることが好ましい。
インク受容層中に非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有させると、インク受容層が収縮し
やすくなる傾向がある。したがって、支持体上の一方の面にインク受容層を設ける構成を
採用した場合、インク受容層側に凹形状になるようなカールが発生する。ここで、インク
受容層中に脂肪族二塩基酸エステル系化合物を含有させることにより、インク乾燥性、印
字部の耐擦過性を低下させることなく、カールの発生を防止することができる。
【００３３】
　脂肪族二塩基酸エステル系化合物としては、アジピン酸ジイソノニル、アジピン酸イソ
デシル、アジピン酸ｎ－オクチル、アジピン酸ジ２－エチルヘキシル、アゼライン酸ジ２
－エチルヘキシル、セバシン酸ジ２－エチルヘキシルなどがあげられる。これらの中でも
、インク受容層の色味を経時的に変化させづらく、非水溶性ニトロセルロース樹脂との相
溶性にも優れるアジピン酸ジイソノニルが特に好適に使用される。
【００３４】
　インク受容層中における脂肪族二塩基酸エステル系化合物の含有量は特に制限されるこ
とはないが、非水溶性ニトロセルロース樹脂１００重量部に対し、３０～１００重量部が
好適である。
【００３５】
　インク受容層中には、非水溶性ニトロセルロース樹脂以外の樹脂を含ませてもよい。こ
のような樹脂としては、ポリビニルブチラール樹脂、ポリエステル樹脂、（メタ）アクリ
ル酸エステル共重合体樹脂、エポキシ樹脂、塩化ビニリデン樹脂、塩化ビニル－アクリル
共重合体樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体樹脂、塩素化ポリオレフィン樹脂、ウレ
タン樹脂、アルキド樹脂、ゴム系樹脂などがあげられる。
【００３６】
　インク受容層中には、インク吸収性を向上させたり、ブロッキングを防止するために顔
料を含有させてもよい。顔料としては、シリカ、クレー、タルク、炭酸カルシウム、硫酸
カルシウム、硫酸バリウム、珪酸アルミニウム、酸化チタン、合成ゼオライト、アルミナ
、スメクタイトなどの無機顔料の他、スチレン樹脂、ウレタン樹脂、ベンゾグアナミン樹
脂、シリコーン樹脂、アクリル樹脂などからなる樹脂ビーズ、若しくはこれらを原料とす
る中空樹脂ビーズなどの有機顔料があげられ、これらを単独であるいは２種以上混合して
使用することができる。顔料の添加量は、インク受容層の全樹脂１００重量部に対し、通
常５～２００重量部程度である。
【００３７】
　また、インク受容層中には、レベリング剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、キレート剤な
どの添加剤を添加してもよい。
【００３８】
　インク受容層の厚みは、支持体上にインク受容層を設ける場合、５～７０μｍであるこ
とが好ましい。５μｍ以上とすることによりインク吸収性を良好にすることができ、７０
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μｍ以下とすることによりカールの発生を防止することができる。支持体がなくインク受
容層単独で取り扱う場合、カールの問題がないため、これに制限されるものではないが、
搬送の関係上、５μｍ以上にすることが望ましい。
【００３９】
　インク受容層を支持体上に形成する場合、支持体とインク受容層との接着性を向上させ
るため、支持体とインク受容層との間に易接着層を設けることが好ましい。
【００４０】
　易接着層を構成するバインダー樹脂は、支持体の種類により異なるため一概にはいえな
い。例えば、支持体がポリ塩化ビニル樹脂フィルムである場合、ポリエステル樹脂、アク
リル樹脂、ポリウレタン樹脂などがあげられ、支持体がポリエステル樹脂フィルムである
場合、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂などがあげられる。易接着層の厚みは通常１
～５μｍ程度である。
【００４１】
　なお、上述したように、易接着層を形成する塗布液中には、架橋剤を添加して、インク
受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂を架橋硬化させることが好ましい。
【００４２】
　インク受容層および易接着層を形成する方法としては、各層の構成成分を適当な溶媒に
溶解又は分散させて塗布液を調製し、当該塗布液をロールコーティング法、バーコーティ
ング法、スプレーコーティング法、エアナイフコーティング法などの公知の方法により支
持体上に塗布・乾燥させる方法があげられる。
【００４３】
　なお、カールの発生を防止するため、支持体のインク受容層とは反対側の面にバックコ
ート層を設けたり、帯電を防止するため、インク受容層上や支持体のインク受容層とは反
対側の面に帯電防止層を設けることは何ら差し支えない。
【００４４】
　また、インク乾燥性を向上させるため、上述したインク受容層上、あるいは上述したイ
ンク受容層と支持体との間に別のインク受容層を有していてもよい。
【００４５】
　次に、本発明のインクジェット記録材料の製造方法の実施の形態について説明する。
【００４６】
　まず、支持体上に、架橋剤を含有してなる易接着層塗布液を塗布、乾燥することにより
易接着層を形成する。易接着層塗布液は、架橋剤の他、バインダー樹脂、希釈溶剤などか
ら構成される。支持体、架橋剤、バインダー樹脂としては、上記例示したものを使用する
ことができる。塗布方法としては、ロールコーティング法、バーコーティング法、スプレ
ーコーティング法、エアナイフコーティング法などの公知の方法があげられ、乾燥後の易
接着層の厚みが１～５μｍとなるように塗布を行う。乾燥方法としては熱乾燥方法があげ
られ、通常、８０～１２０℃で０.５～３分程度である。
【００４７】
次いで、易接着層上に、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有してなるインク受容層塗布
液を塗布、乾燥することによりインク受容層を形成し、インク受容層中の非水溶性ニトロ
セルロース樹脂を、易接着層中の架橋剤により架橋硬化させる。インク受容層塗布液は、
非水溶性ニトロセルロース樹脂の他、希釈溶剤、必要に応じて添加されるマット剤などか
ら構成される。非水溶性ニトロセルロース樹脂、マット剤としては、上記例示したものを
使用することができる。塗布方法としては、ロールコーティング法、バーコーティング法
、スプレーコーティング法、エアナイフコーティング法などの公知の方法があげられ、乾
燥後のインク受容層の厚みが１５～２５μｍとなるように塗布を行う。乾燥方法としては
熱乾燥方法があげられ、通常、１００～１３０℃で３～５分程度である。
【００４８】
　なお、インク受容層の形成後、架橋剤と非水溶性ニトロセルロース樹脂との架橋硬化を
促進させるために、４０～８０℃で１～４８時間程度キュアリング処理をすることが好ま
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しい。
【００４９】
　このようなインクジェット記録材料の製造方法は、架橋剤を、インク受容層ではなく、
易接着層を形成する塗布液中に添加してなるものであることから、インク受容層を形成す
る塗布液の使用可時間が短くなるのを防止することができるものである。また、このよう
にして得られたインクジェット記録材料は、非水溶性ニトロセルロースが架橋硬化されて
いることにより、印字部の顔料割れを防止することができるものであり、易接着層を有し
てなるものであるから、支持体とインク受容層との接着性にも優れるものである。
【００５０】
　また、上記インクジェット記録材料の製造方法においては、インク受容層塗布液中に触
媒を含有させることにより、インク受容層中の非水溶性ニトロセルロース樹脂と、易接着
層中の架橋剤との架橋硬化を促進させることが好ましい。触媒を使用することにより、塗
膜の乾燥を高温雰囲気下で行ったり、上述した長時間のキュアリング処理をしなくても架
橋硬化を促進させることができ、ポリ塩化ビニル樹脂等の熱に弱い支持体の熱変形を防止
することができる。また、触媒を、架橋剤を含有する塗布液（易接着層塗布液）とは異な
る塗布液であるインク受容層塗布液に含有させているため、易接着層塗布液の使用可時間
が短くなるのを防止することができる。
【実施例】
【００５１】
　以下、実施例により本発明を更に説明する。なお、「部」、「％」は特に示さない限り
、重量基準とする。
【００５２】
［実施例１］
　厚み８０μｍのポリ塩化ビニル樹脂フィルム（ＬＡＧマウントP-246RW：リンテック社
）上に、下記の組成からなる易接着層塗布液を、乾燥後の厚みが２μｍとなるようにバー
コーティング法により塗布し、１００℃で１分乾燥して易接着層を形成した。
【００５３】
　次いで、易接着層上に、下記の組成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２
０μｍとなるようにバーコーティング法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受
容層を形成し、インクジェット記録材料を得た。
【００５４】
　＜易接着層塗布液＞
・イソシアネート系架橋剤（固形分７５％）　　　　　５部
（タケネートD110N：三井武田ケミカル社）
・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　１５部
（エリーテルUE3300：ユニチカ社）
・酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００５５】
　＜インク受容層塗布液＞
・実施例１の非水溶性ニトロセルロース樹脂　　　　１０部
（表１参照）
・アジピン酸ジイソノニル　　　　　　　　　　　６．５部
・ジルコニウム系触媒　　　　　　　　　　　０．０１７部
（オルガチックスZA-60：松本製薬工業社）
・メタノール　　　　　　　　　　　　　　　　８３．５部
【００５６】
［実施例２］
　厚み８０μｍのポリ塩化ビニル樹脂フィルム（ＬＡＧマウントP-246RW：リンテック社
）上に、実施例１と同様にして易接着層を形成し、次いで、易接着層上に、下記の組成か
らなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティング法
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により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録材料
を得た。
【００５７】
　＜インク受容層塗布液＞
・実施例２の非水溶性ニトロセルロース樹脂　　　　１０部
（表１参照）
・アジピン酸ジイソノニル　　　　　　　　　　　６．５部
・メタノール　　　　　　　　　　　　　　　　８３．５部
【００５８】
［実施例３～９］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００５９】
　＜インク受容層塗布液＞
・実施例３～９の非水溶性ニトロセルロース樹脂　　２０部
（表１参照）
・イソシアネート系架橋剤（固形分７５％）　　　　　１部
（タケネートD110N：三井武田ケミカル社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　７９部
【００６０】
【表１】

【００６１】
［比較例１］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００６２】
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　＜インク受容層塗布液＞
・ポリメチルメタクリレート樹脂　　　　　　　　　２０部
（パラロイドA-11：ローム・アンド・ハース社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００６３】
［比較例２］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００６４】
　＜インク受容層塗布液＞
・エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂　　　　　　　２０部
（スミテートRB-11：住友化学工業社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００６５】
［比較例３］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００６６】
　＜インク受容層塗布液＞
・フェノキシ樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（フェノトートYP-50S：東都化成社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００６７】
［比較例４］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００６８】
　＜インク受容層塗布液＞
・アクリロニトリルブタジエンゴム　　　　　　　　２０部
（Ｎｉｐｏｌ1432J：日本ゼオン社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００６９】
［比較例５］
　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００７０】
　＜インク受容層塗布液＞
・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（エリーテルUE3300：ユニチカ社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００７１】
［比較例６］
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　厚み１００μｍの透明ポリエステルフィルム（ルミラーT60：東レ社）上に、下記の組
成からなるインク受容層塗布液を、乾燥後の厚みが２０μｍとなるようにバーコーティン
グ法により塗布し、１２０℃で３分乾燥してインク受容層を形成し、インクジェット記録
材料を得た。
【００７２】
　＜インク受容層塗布液＞
・エポキシ樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
（エピコート1010：油化シェルエポキシ社）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００７３】
　実施例１～９および比較例１～６で得られたインクジェット記録材料について、キュア
リング処理（実施例１については６０℃で２４時間加熱、実施例２～９および比較例１～
６については６０℃で４８時間加熱）した後に、グリコール系インクを用いてインクジェ
ットプリンタ（ＳＯＬＪＥＴ：ローランド社）で記録を行い、以下の項目について評価を
行った。結果を表２に示す。
【００７４】
（１）インク乾燥性
　記録後のインクジェット記録材料のインク受容層側に、一定時間経過後に紙を重ね、イ
ンクが紙に転写されなくなるまでの時間を測定した。単位は「分」である。なお、「０」
は印字直後でもインクが紙に転写されないことを示し、「３０以上」は３０分経過しても
インクが紙に転写されてしまうものを示す。
【００７５】
（２）滲み防止性
　記録後のインクジェット記録材料の印字部の滲みを目視で観察した。その結果、滲みが
全くないものを「◎」、滲みが目立たないものを「○」、若干滲んでいるものを「△」、
滲んで画像にならないものを「×」とした。
【００７６】
（３）顔料割れ
　記録後のインクジェット記録材料の印字部の顔料割れを目視で観察した。その結果、イ
ンク量３００％で顔料割れを起こしていないものを「ＡＡＡ」、インク量２４０％で顔料
割れを起こしたものを「ＡＡ」、インク量２３０％で顔料割れを起こしたものを「Ａ」、
インク量２００％で顔料割れを起こしたものを「Ｂ」、インク量１８０％で顔料割れを起
こしたものを「Ｃ」、インク量１８０％未満で顔料割れを起こしたものを「Ｄ」とした。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
　表２の結果から明らかなように、実施例１～９のインクジェット記録材料は、インク受
容層中に非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有するものであるから、何れのものも、イン
ク乾燥性、滲み防止性に優れるものであった。特に、実施例１～３のものは、印字直後で
もインクが紙に転写することなく、インク乾燥性に抜群に優れるものであり、滲み防止性
、顔料割れの結果も極めて良好なものであった。
【００７９】
　また、実施例４～６と実施例７～９とを比較した結果、非水溶性ニトロセルロース樹脂
の数平均重合度が同等である場合には、平均窒素量が１１．５％以上である実施例４～６
の方がインク乾燥性に優れることが分かった。さらに、実施例１～６、および実施例７～
９の結果から、非水溶性ニトロセルロース樹脂の平均窒素量が同等である場合には、数平
均重合度が高い方が、インク乾燥性が良好で、顔料割れも起こしづらいことが分かった。
【００８０】
　なお、表中には記載していないが、実施例１、２のインクジェット記録材料は、インク
受容層中にアジピン酸ジイソノニルを含むものであることから、インク乾燥性などの諸性
能を損なうことなく、カールの発生を防止できるものであった。
【００８１】
　また、実施例１、２のインクジェット記録材料の製造方法は、架橋剤を易接着層に含有
させたものであることから、非水溶性ニトロセルロース樹脂を含有してなる塗布液（イン
ク受容層塗布液）の使用可時間が短くなるのを防止することができ、作業性に優れるもの
であった。特に、実施例１の製造方法は、インク受容層塗布液中に触媒を含有してなるも
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のを使用していることから、非水溶性ニトロセルロースの架橋硬化を促進できるものであ
り、実施例２より短いキュアリング時間にもかかわらず、実施例２と同様に顔料割れを起
こすことはなかった。
【００８２】
　一方、比較例１～６のインクジェット記録材料は、何れのものもインク受容層中に非水
溶性の樹脂を含むものであるが、インク乾燥性、滲み防止性が十分なものではなく、グリ
コール系インクの記録特性に劣るものであった。
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